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みんなでまちを楽しむ︕ －旧グッゲンハイム邸を拠点とする神⼾塩屋のまち
づくり－（前編） 森本アリさん

「塩屋」の位置 神⼾市の⻄部に位置する塩屋は、⼭と海に
挟まれた坂の多い、かつて多くの洋館が建ち
並んだ、⼩さいながらも⾵光明媚なまちで
す。
 ここでは、毎年11⽉に「しおさい」とい
う、商店会主催のまちのお祭りが約1ヶ⽉にわ
たり開催されています。「しおさい」のフィ
ナーレは、公園、崖の上、路地、橋からビル
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の屋上や⼈の家の庭やバルコニーなど、まち
全体をステージに⾒⽴て、塩屋ゆかりの⾳楽
家たち30組以上がまちの中で⾳楽を奏でる
「しおや歩き回り⾳楽会」。⾳楽会のあとに
⽼若男⼥、まちのみんなで楽しむ打ち上げが
「あとの祭り」というのも洒落ています。
 塩屋におけるユニークなまちづくりの推進
役となっている森本アリさんにお話をお伺い
しました。

どのようなきっかけで、塩屋のまちづくりに取り組まれるようになったのですか。



 学⽣時代は、ヨーロッパに留学していました。1995年の阪神⼤震災も留学中に起きたことなのです
が、震災半年後、災害をテーマにした海外制作のドキュメンタリーのお⼿伝いで⽇本に戻り、その夏は
被災地と過去の災害・戦災の地をクルーの⼀⼈として尋ねて回りました。その後、塩屋に戻ってきたの
ですが、当時の震災の復興のスピードに⼾惑いを覚えました。⼩さな⽣活が⾏われていたところに⼤き
な復興住宅が建ち、歴史がある意味、暴⼒的に塗り替えられる印象を持ちました。
 「まちづくり」を意識したのはその頃ですが、昔も今も「まちづくり」という表現には疑問を持って
います。「まちこわし」「まちつぶし」も散々に⾒てきたからです。僕は基本的にまちを残したいだけ
なので、「つくる」なんておこがましいことを⾔わず、「まちあそび」「まちいじり」くらいしかして
いないつもりです。それはともかく、「塩屋まちづくり推進会」発⾜前の「まちづくり勉強会」が始ま
るきっかけだった「塩屋の話をしませんか︖」ってビラを⾒て、妹と友⼈に誘われて町のことを話し合
う集会のようなものに顔を出しました。
 当時、僕は、⽼⼈は昔のことが好きでノスタルジックなものだと思っていました。それが、結構、進
歩的（笑）。ノスタルジックだと思っていた⽼⼈から、「現状の塩屋は全然だめだー」「駅前開発だ
ー」「道を広くしろー」というような⾔動が発せられ、強烈な違和感を覚えました。
 僕は、昔も今も、⼭と海に挟まれ⼩さな道が迷路のように張り巡らされた塩屋は、⾞が少なく、そこ
そこ、いいまちだと思っています。だから、その時に覚えた違和感と危機感が、僕が「まちづくり」に
関わるきっかけになっています。
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みんなでまちを楽しむ︕ －旧グッゲンハイム邸を拠点とする神⼾塩屋のまち
づくり－（前編） 森本アリさん

それで取り組まれたのが、「塩屋百⼈百景」「塩屋百年百景」ですね。

「塩屋百⼈百景」
 「塩屋まちづくり推進会」には発⾜からかかわるようになったのですが、当時、会議を開いても、出
てくるのは「道路整備をどうするのか」という問題ばかり。何か塩屋のまちの魅⼒を伝える⽅法はない
か、と考えていました。
 「好きな塩屋の写真を送ってください『塩屋百景』フォトコンテスト」というものを企画しました。
その頃できた、塩屋商店会の事務局であり、コミュニティスペース「しおみちゃんの家」で⾏われた展
⽰会は盛況でした。でも、もっと今を切り取る企画を、と考えていたら、塩屋在住の展覧会の企画をし
ている友⼈から、レンズ付きフィルム「写ルンです」を使った催しの相談を受け、タイムリーであった
ため、それが「塩屋百⼈百景」に結実しました。
 「塩屋百⼈百景」は、百⼈に「写ルンです」を配り、⾃由にまち歩きをしてフィルム１本分27枚の
写真を撮影してもらい、現像されたものを展⽰し、それをカタログ化し販売する、という参加型の撮影
会であり、展覧会であり、書籍です。
 開催にあたり、僕が最初に気をつけたのは、年配のカメラクラブの⽅々が団体で参加して貴重な百⼈
の⼤枠が埋まってしまわないこと。「漁港の⼣暮れの淡路島と明⽯⼤橋のななめショットを皆で並ん
で」、なんてイメージが浮かんでしまったからです（笑）。当時、僕がねらっていたのは20〜30代の
⽂化系⼥⼦でした。少し前に流⾏っていたロシア製のローテクカメラを⾸から下げていた世代、そして
修学旅⾏で「写ルンです」を使っていた世代。その世代の⽅が⾃由奔放な写真を撮ってくれそうだった
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からです。結局、雑誌での紹介や、僕らの雑貨屋、古本屋などへのチラシ配布等が功をなして10〜70
代が参加。地元率30%、初めて塩屋に来る⼈約半数、20〜30代⼥⼦も約半数。遠く岡⼭や和歌⼭から
遠出してくださる⼈たちもいました。
 展覧会では、協賛の富⼠フイルムさんも驚いた⾼いクオリティの写真を、⼀⼈⼀⼈の27枚が短編映
画のように連なったロールプリントで展⽰。それらをまとめた書籍は3,000枚の写真を載せているので
写真が⼩さいにも関わらず、写真集として楽しむ⼈も多く、本屋で委託販売され、図書館の郷⼟コーナ
ーに置かれるロングセラーとなりました。⾼低差のある細い道の景⾊がめまぐるしく変わるまちの写真
は、参加者のバリエーションと相まって、2007年冬の塩屋を冷凍保存するような、⼀つのまちの⾵景
を多⾓的に切り取る万華鏡のような、とても楽しい写真集になっています。
 後に、そのままの同じパッケージングで、ほかのまちでもこの催しが⾏われました。

※「塩屋百⼈百景」︓左から、撮影会の案内、展覧会の案内、展覧会場

「塩屋百年百景」

 次に、取り組んだのが「塩屋百年百景」です。「塩屋百⼈百景」の展覧会で頂いた、昔の塩屋の絵葉
書に⼤きな興味を持ち、「よしっ、百⼈の次は百年だ」とチラシを作り、写真を募集しました。歴史の
ある⼩学校、幼稚園、旧家も巡りましたが、震災のダメージを受けているまちなので、「捨ててもたわ
ー」「どこにあるかわからへんわー」という⼈も多く、思うように写真は出てきませんでした。
 それでも、集めた写真で「プレ塩屋百年百景」という展覧会を開き、それがメデイアに載ったおかげ
で、塩屋以外の地域から、主に神⼾市内ですが、関東からも海外からも写真が送られて来るようになり
ました。連絡を頂いて家を訪ねると、応接間に⼭積みのアルバムを⽤意してくださり、「どうぞ、ご⾃



由に〜」ということもありました。そういったアルバムには、塩屋の写真はほんのわずかしかなく、⼤
抵は旅⾏先の写真です。でも、たまに⽞関先やお庭で撮った家族写真、地元での散歩や海⽔浴の写真が
あります。
 それらは、まちが撮られているとは⾔いがたく、背景にまちが⼊っている程度なのですが、真ん中に
家族の笑顔があるのです。はじめは⾏政や出版社による「今昔〇〇写真集」的な、今と昔の⾵景を⽐較
する写真集を考えていたのですが、写真を収集するうちに、徐々に家族写真を主軸にすることに興味が
移りました。出来上がった写真集は、「まちをひとつの家族と⾒⽴てたアルバム」になりました。
 「塩屋百⼈百景」はその実験的な側⾯から、まちに来たこともない若者が買っていくようなこともあ
ったのですが、「塩屋百年百景」は塩屋の住⼈が買い求める写真集になりました。やはり、図書館の郷
⼟コーナーに写真集が置かれているのを⾒ると、本当に誇らしく思います。この企画を通じて、塩屋で
の活動がより広い世代に認められるようになりました。そして地元のおばあちゃんたちとの関わりが深
くなったのは今でも宝です。
 この２つの取組は僕のまちづくりの原点です。これらの取組があったからこそ、まちの中で⾳楽を演
奏する「しおや歩きまわり⾳楽会」や、塩屋に縁のあるアーチストたちとまちを遊ぶ試み「シオヤプロ
ジェクト」など、ユニークなアートイベントの開催をまちの⼈たちに受け⼊れて頂けるようになったと
思っています。
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みんなでまちを楽しむ︕ －旧グッゲンハイム邸を拠点とする神⼾塩屋のまち
づくり－（後編） 森本アリさん

アリさんが管理されている旧グッゲンハイム邸についてもお伺いしたいと思います。

 旧グッゲンハイム邸は、1912年塩屋海岸を南
に望む⾼台にアメリカ⼈貿易商グッゲンハイムが
⾃邸として建設したコロニアル様式の建物です。
 今でこそ僕が管理⼈を務め、結婚パーティーや
コンサート、各種教室、ロケ撮影などなどに幅広
く使われていますが、当初、僕はこの建物を買い
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取って再⽣することに家族の中でひとり猛反対し
ていました。⽉並みですが、⾏政がやるべきこと
だというのが僕の主な主張でした。⼤学で⽂化資
源学を専攻していた妹は利活⽤に積極的で、ステ
ンドグラス作家の⺟はこの洋館をアトリエにする
ことを夢⾒たことがあり、双⽅ともに思い⼊れが
深かったのですが、僕は⼤変なものを背負いこむ
という重荷しか感じませんでした。そして、侃々
諤々の家族会議の末、2007年に⼀家の私財を投
げうって購⼊、保全・維持することになったので
す。
 旧グッゲンハイム邸のこけら落としは妹の結婚
式でした。それまでにある程度の修繕をプロの⼿を借りて⾏い、出来る部分は⼿弁当でも⾏い、妹
の結婚式は無事に開催することができました。とはいえ、最初のうちはなかなか利⽤されませんで
した。 
 転機になったのは、クラムボンの原⽥郁⼦さんと三⽥村管打団︖との録⾳の話が盛り上がり、彼
⼥が洋館に滞在し、その空気が⾊濃く反映されたアルバムが作成されたことでした。アルバム発表
後のツアー⽇程の5⽉の⼀番いい週末に開催されたコンサートに、多くの観客や、会場に興味津々
の関係者が訪れ、この時のお客さんと関係者から利⽤者がでてきました。僕⾃⾝も⾃信をつけ、
「塩屋⾳楽会」という屋号を設け、いくつものコンサートを企画し始めました。それから幅広い利
⽤が⼊るようになり、今では週末は半年先まで埋まっていたりします。



 旧グッゲンハイム邸の裏⼿にある⻑屋もとても⼤事です。これは、以前の持ち主が従業員寮として建
てたプレハブの建物を利活⽤したシェアハウスです。僕は、元々、旧グッゲンハイム邸の所有について
は⼤反対でしたが、⼀⾒値打ちの低いこのプレハブを⾃由に使い、若者が住み集う建物として再⽣させ
ることにはワクワクしました。ヨーロッパ留学時代に、学⽣たちが⼀軒家をシェアし、DIYでリノベー
ションを施し、独⾃のルールを定めて共同⽣活を送るということを⾝近に体感していました。
 ⼝コミで住⼈はすぐに埋まり、彼らとそれぞれの部屋を修繕しました。しかも⼊居者の半数以上が、
吹けないのにトランペットを持っているというおまけが付いていたため、吹けないトランペット吹奏集
団「ペ・ド・グ」も結成されました。多い時にはメンバーが15⼈にもなり、その全員がトランペッ
ト。吹けない奇特な楽団として⼤きなフェスにも呼ばれるようになりました。結成から⼗年を迎えて、
元住⼈の⼦連れでの参加も増え、楽団⾃体が１つのコミュニティと化しています。
 ⻑屋の元住⼈には、現在旧グッゲンハイム邸のスタッフとして参加している⼩⼭くん、塩屋商店街に
ワンダカレーを開店した松⽥くん、さらにピザ屋AKIRATSCH（アキラッチ）を開店した⼤川くんがい
ます。新しい取組や個性的な店舗をもたらすという意味で、彼らは塩屋のまちの⼩さな⾰命を続けてい
ます。
 私たち家族が5年間、住宅として使⽤した事務局棟も、友⼈たちの要望に応えてシェアオフィスとな
りました。塩屋商店会や、僕たちの⽂化的「まちあそび」を促進する団体「シオヤプロジェクト」の中
核を担う、編集者の⼭森さん、グラフィックデザインの藤原さん、さらにイラストレーター、写真家も
在籍し、ちょっとした編集プロダクション状態です。そのほぼ全員が、近隣からも含めれば移住者で
す。
 塩屋を訪れ、移住する⼈も増えてきました。特に⼦育て世代からは⾞の少ない⼦供が道の真ん中を歩
いていても安⼼できるまちとして気に⼊られています。再⽣した旧グッゲンハイム邸と⻑屋が、まちの
コミュニティ活動を⽀える拠点となったことが、こうした新しく塩屋を訪れ、住まう⼈を増やすきっか
けのひとつになったのはとても喜ばしいことです。

⻑屋の住⼈が引っ越しする際に⾏われる「朝ごはんの会」
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みんなでまちを楽しむ︕ －旧グッゲンハイム邸を拠点とする神⼾塩屋のまち
づくり－（後編） 森本アリさん

最後に、最近の取組とこれからやってみたいことをお聞かせください。

 去年は、「旧グッゲンハイム邸物語」というこの⼗年を振り返る本を
出版しました。
 さらに「シオヤプロジェクト」として塩屋にゆかりのあるクリエータ
ー達と進めてきた、「まちあそび」「まちいじり」をまとめた「塩屋借
景」を出版しました。これは様々な分野で活躍する彼らの視点を借り
て、海、⼭、坂、階段、暮らす⼈たちなど、塩屋のまちの輪郭や表情を
眺め、まちの奥⾏きを体感できる「えっ、これ全部塩屋︖」という驚き
に満ちたアート本です。
 今年は、「シオヤプロジェクト」で数年かけて進めてきた「しおやか
るた」の完成と、これも⻑く取り組んでいる「塩屋⾳頭」の⾳頭保存会
のレジェンド達の録⾳と⼩冊⼦の制作、さらに私たちの⼿による「新・
塩屋⾳頭」の制作を⾏う予定です。
 最近、書籍もののアイデアは毎⽇出てきます（笑）。昨⽇、考えてい
たのは、最近のイベント「尾道×塩屋」で双⽅のまちがキーワードにして
いた「斜めデフォルト」。これは、塩屋にあるのは、ちょっとびっくり
するぐらい床が傾いている家、階段など、斜めのものばかりで、⽔平な
ものなんてない（笑）、という事象をまとめた本。あと、塩屋の古家の

街と、⼈と、⽣きてい
く。 マチビト

まちづくりコラム

タウン誌事例集

マップ事例集

取組事例

地図から検索

ホーム > コラム・事例紹介 > 街と、⼈と、⽣きていく。 マチビト > みんなでまちを楽しむ︕ －旧グッゲンハイム邸を拠点とする神⼾塩屋のまちづく
り－（後編） 森本アリさん－２ページ⽬

まちづくり情報サイト
「街元気」は、まちをもっと元気にしようとまちづくりに頑張る⼈を応援します

Tweet



リノベーションがあまりに⾯⽩い上に、事例もとても多いのでこれもま
とめられないかな〜「塩屋古家再⽣」とか「シオヤスタイル」とかって
タイトルで（笑）。⻑年、「塩屋百想（窓）」というのも温めていますが、これは温め続けます。

 いろいろとやってきましたが、最近は状況の変化も感じます。評判を呼んだ「しおや歩き回り⾳楽
会」は、参加者が増え、細い道を主とする、まちのスケールを越えてしまいました。僕⾃⾝、いろいろ
と忙しくて、以前のような作業時間をとりにくくなってきています。そうなって、今は尚更、旧グッゲ
ンハイム邸周辺の整備に集中したくなっています。
 埋められてしまった井⼾の復活や、庭の治⽔・整備などの⼟⽊作業をもっとやりたい。⼀緒にやって
いる仲間達がそれぞれ独⾃の活動を広げているので、僕はちょっと表舞台から引っ込んで、旧グッゲン
ハイム邸とその周辺整備に⼒を⼊れたいですね。
 といいつつ、⾊々とまちのことでもでしゃばっちゃうんだろうなあ（笑）。

   イラスト︓SHIOYA DAY グレアム・ミックニー

編集後記

 関連リンクのyoutubeの映像を⾒ていただくとわかるのですが、冒頭で紹介した「しおや歩き回
り⾳楽会」は、とても不思議な魅⼒を持ったイベントです。まち歩きをしながらみんなで楽しむ、



塩屋のまち全体をステージとする⾳楽会。アリさんがねらう「まちあそび」の⾯⽩さが伝わってく
るように思います。
 また、まちなかでこれだけの⾳楽イベントを開催しても、騒⾳等への苦情がほとんどないという
ことも驚きです。住⺠に対する事前説明は当然やっているそうですが、むしろ「塩屋百⼈百景」、
「塩屋百年百景」等の取組を積み重ねることにより、だんだんに住⺠に受け⼊れてもらえる素地が
醸成されてきたという説明に納得感を覚えました。地元のおばあちゃんと仲良くなれたことが⼤き
かったというのも頷けます。
 最近では、以前より多くの⼈が塩屋を訪れ、塩屋に居を構えるようになり、アリさんたちの仲間
達が独⾃のクリエイティブな活動を⾏うことも増えているそうです。先⽇は、「尾道×塩屋」とい
う海と坂が特徴的な地域つながりのコラボも開催されました。⼈材と取組が厚みを増す中で、これ
から塩屋でどのような「まちあそび」が展開されるのか、今後の企画にも注⽬したいと思います。
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